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(百万円未満切捨て)

１．2020年12月期第３四半期の連結業績（2020年１月１日～2020年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第３四半期 11,167 △5.0 1,511 17.1 1,520 14.6 1,020 15.8

2019年12月期第３四半期 11,760 △0.9 1,290 △4.0 1,327 △7.1 880 △9.0
(注) 包括利益 2020年12月期第３四半期 942百万円( 54.2％) 2019年12月期第３四半期 611百万円(△14.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第３四半期 81.43 81.11

2019年12月期第３四半期 70.30 69.98
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第３四半期 17,883 9,927 55.2

2019年12月期 16,865 9,221 54.4
(参考) 自己資本 2020年12月期第３四半期 9,877百万円 2019年12月期 9,172百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 － 9.50 － 9.50 19.00

2020年12月期 － 9.50 －

2020年12月期(予想) 9.50 19.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,600 △3.9 1,650 7.3 1,660 5.4 400 △61.7 31.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 　― 、除外 ―社（社名） 　―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期３Ｑ 12,529,200株 2019年12月期 12,528,400株

② 期末自己株式数 2020年12月期３Ｑ 400株 2019年12月期 400株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期３Ｑ 12,528,531株 2019年12月期３Ｑ 12,528,000株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
なお、2020年12月期第３四半期決算説明資料は後日、開示させていただく予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年９月30日）におけるわが国経済は、世界的な新型コロナウイル

ス感染症の拡大に伴い経済活動が著しく制約を受けております。GOTOキャンペーンなどの景気刺激策が打ち出されてい

るものの新型コロナウイルス感染症の脅威は解消しておらず、先行きに対する不安は払拭されていません。また、中国

市場においても経済活動は再開したものの、日本同様先行きに対する不安は依然として残っております。

このような状況において、当社グループではパッケージングソリューション・プロバイダーとして、より多くのお客

様にご利用いただけるボトルや付属品などお客様の商品へ際立った価値を提供できる機能性やデザインを有した製品の

充実を図り、お客様の商品価値を高めるカスタマイズを行うことで世界の器文化に貢献することを目指した事業活動を

新型コロナウイルス感染症予防対策に留意しつつ展開しております。

　中国とインドの生産拠点ではロックダウンにより一時的な生産停止期間もありましたが、日本国内の生産拠点と同様

にすでに従来通りの生産活動を行っております。

　また、営業面では日本国内で生じた化粧品向け容器の先行調達の反動減に加えて、中国国内での事業活動停止による

出荷機会の減少の影響はあったものの、国内海外ともに新規案件の確保やリピート受注獲得に努めました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は111億67百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は15億11百万円

（前年同期比17.1％増）、経常利益は15億20百万円(前年同期比14.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10億

20百万円（前年同期比15.8％増）となりました。

なお、当社グループは、容器事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

　また、販売先主要事業内容ごとの販売実績売上高は次のとおりです。

区分
前第３四半期
連結累計期間
売上高(千円）

当第３四半期
連結累計期間
売上高(千円）

増減（比率）

化粧・美容 6,916,262 6,116,403 △11.6%

日用・雑貨 533,223 723,699 35.7%

食品・健康食品 1,032,363 998,463 △3.3%

化学・医薬 602,969 663,202 10.0%

卸、その他 2,675,429 2,665,379 △0.4%

計 11,760,248 11,167,148 △5.0%

　(注) １．上記の区分は当社グループの販売品目である容器類について、販売先の主要事業内容により分類したものであ

ります。販売先における容器等の用途と上記区分名称は異なる場合があります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して10億18百万円増加の178億83百万円となりまし

た。

　流動資産は、前連結会計年度末と比較して15億30百万円増加の97億28百万円となりました。主な変動要因は、現金及

び預金が14億4百万円増加、受取手形及び売掛金が1億80百万円増加したことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比較して5億12百万円減少の81億55百万円となりました。主な変動要因は、建物及び

構築物（純額）が1億68百万円増加、機械装置及び運搬具（純額）が2億33百万円減少、有形固定資産の「その他(純

額)」のうち、建設仮勘定が3億85百万円減少したことによるものであります。

　流動負債は、前連結会計年度末と比較して2億56百万円増加の38億65百万円となりました。主な変動要因は、1年内返

済予定の長期借入金が1億42百万円増加、未払法人税等が1億64百万円増加、電子記録債務が1億24百万円増加、支払手形

及び買掛金が31百万円減少、流動負債の「その他」のうち、設備支払手形が1億2百万円減少したことによるものであり

ます。
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　固定負債は、前連結会計年度末と比較して56百万円増加の40億90百万円となりました。主な変動要因は、長期借入金

が35百万円増加したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して7億5百万円増加の99億27百万円となりました。主な変動要因は、親会社株主

に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金が10億20百万円増加、剰余金の配当が2億38百万円であったこと及び為替

換算調整勘定が80百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2020年12月期の通期連結業績予想につきましては、売上高は新型コロナウイルス感染症の影響による化粧品業界向け

需要の減少等により前回発表した予想数値を下回る見込みです。

　利益につきましては内製化努力等による生産性の向上、樹脂原材料価格の低下、人件費関連費用・減価償却負担の減

少等により、営業利益、経常利益は前回発表した予想数値を上回る見込みです。

　また、当社グループのインド子会社における固定資産について、現在の事業環境の変化を踏まえ、将来の回収可能性

を検討した結果、2020年12月期第４四半期において約6億円を減損損失として計上する見込みとなり親会社株主に帰属す

る当期純利益は前回発表した予想数値を下回る見込みです。

　詳細につきましては、本日(2020年10月30日)公表しました「通期連結業績予想の修正及び減損損失の計上に関するお

知らせ」をご参照ください。

　なお、2020年12月期の期末配当金予想額の変更はありません。



― 4 ―

１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,413,163 4,817,462

受取手形及び売掛金 3,096,842 3,277,504

商品及び製品 1,209,006 1,150,021

仕掛品 29,522 39,388

原材料及び貯蔵品 234,987 237,421

その他 215,682 207,680

貸倒引当金 △1,088 △806

流動資産合計 8,198,115 9,728,672

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,446,444 3,615,127

機械装置及び運搬具（純額） 2,329,607 2,096,529

その他（純額） 2,052,945 1,632,807

有形固定資産合計 7,828,998 7,344,464

無形固定資産 410,440 383,597

投資その他の資産

その他 428,010 433,957

貸倒引当金 △370 △6,983

投資その他の資産合計 427,639 426,973

固定資産合計 8,667,078 8,155,035

資産合計 16,865,194 17,883,707
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 841,712 810,519

電子記録債務 1,087,927 1,212,793

1年内返済予定の長期借入金 545,254 688,189

未払法人税等 162,237 326,745

その他 972,051 827,198

流動負債合計 3,609,183 3,865,446

固定負債

長期借入金 3,703,040 3,738,736

退職給付に係る負債 321,312 342,219

資産除去債務 9,706 9,736

固定負債合計 4,034,059 4,090,691

負債合計 7,643,242 7,956,138

純資産の部

株主資本

資本金 803,144 803,421

資本剰余金 1,029,945 1,030,222

利益剰余金 7,323,260 8,105,441

自己株式 △479 △479

株主資本合計 9,155,872 9,938,607

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,098 2,828

為替換算調整勘定 30,332 △49,912

退職給付に係る調整累計額 △15,845 △13,967

その他の包括利益累計額合計 16,586 △61,051

新株予約権 49,493 50,012

純資産合計 9,221,951 9,927,568

負債純資産合計 16,865,194 17,883,707
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 11,760,248 11,167,148

売上原価 8,096,214 7,380,170

売上総利益 3,664,034 3,786,977

販売費及び一般管理費 2,373,682 2,275,539

営業利益 1,290,352 1,511,438

営業外収益

受取利息 24,875 19,860

受取配当金 144 144

助成金収入 20,415 20,400

その他 20,220 14,263

営業外収益合計 65,655 54,668

営業外費用

支払利息 12,207 12,853

為替差損 9,614 23,590

その他 6,875 8,666

営業外費用合計 28,698 45,110

経常利益 1,327,309 1,520,997

特別損失

固定資産除却損 2,366 1,804

特別損失合計 2,366 1,804

税金等調整前四半期純利益 1,324,943 1,519,192

法人税、住民税及び事業税 371,703 525,214

法人税等調整額 72,485 △26,242

法人税等合計 444,188 498,971

四半期純利益 880,754 1,020,220

親会社株主に帰属する四半期純利益 880,754 1,020,220
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 880,754 1,020,220

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,395 729

為替換算調整勘定 △267,925 △80,245

退職給付に係る調整額 1,676 1,878

その他の包括利益合計 △269,644 △77,637

四半期包括利益 611,110 942,583

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 611,110 942,583
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当項目はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当項目はありません。


